
令和 5 年度事業報告書 
自 令和 5 年 4 月 1 日 

至 令和 6 年 3 月 31 日 

 

本事業年度における事業の概要は、次のとおりです。 

 

 

１ 配合飼料価格差補てん事業 

《畜種別契約数量》 

畜  種 
令和 5 年度（当初） 令和5年度（変更後） 

加入者数(件) 契約数量(ｔ) 加入者数(件) 契約数量(ｔ) 

乳 牛 用 83 18,100 83 18,100 

肉 牛 用 731 295,313 731 295,313 

豚 用 169 575,865 169 575,865 

採 卵 鶏 用 29 206,966 29 206,966 

肉 用 鶏 用 19 501,235 19 501,235 

う ず ら 用 等 1 80 1 80 

合 計 1,032 1,597,559 1,032 1,597,559 

 

  《契約解約等及び基金間移動の状況》 

期別等 事由 

乳牛用 肉牛用 豚用 採卵鶏 肉用鶏 合計(増減) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

件数 

(件) 

数量 

(ｔ) 

第２四半期 

以 降 

廃業 -1 -39 -2 (※1) 0 0 0 0 0 0 0 
-4 -70 

その他 0 0 -1 -30 0 0 (※2) 0 -1 0 0 

第３四半期 

以 降 

廃業 -2 -60 -2  -14 -5 -528 -1 -2 0 0 
-12 -604 

その他 0 0 -1 (※1) 0 -1 (※1) 0 0 0 0 0 

第４四半期 

以 降 

廃業 0 0 -1 -1 -5 -354 0 0 0 0 
-7 -355 

その他 0 0 0 0 -1 (※1) 0  0 0 0 0 

基金間移動 

(第 3 四半期以降) 

転出 -1 -300 0 0 0 0 0 0 0 0 -1 -300 

転入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 (増減 )  -4 -399 -7 -45 -12 -882 -1 -3 0 0 -24 -1,329 

    (※1) 既存契約者への一部譲渡のため、数量の減少はなかった。 
 (※2) 天災による数量変更のため、件数の減少はなかった。 

 

《通常補てん積立金の徴収状況》 

期  別 
契 約 数 量（ｔ） 積 立 金（円） 

当 初 変更後 単 価 徴収金額 

第 １ 四 半 期 400,266 400,266 600 240,159,600 

第 ２ 四 半 期 389,787 389,763 600 233,857,800 

第 ３ 四 半 期  413,307 412,823 600 247,693,800 

第 ４ 四 半 期 394,199 393,378 600 236,026,800 

合 計 1,597,559 1,596,230  957,738,000 

 

 



《飼料価格差補てん金の算定》 

年度 期 別 
平均輸入原料 

価格（円） 

基準輸入原料 

価格（円） 

差額 

（円） 

補てん金単価

（円／t） 

R4 第４四半期 55,478 54,497 981 950 

R5 

第１四半期 54,540 57,659 －3,119 0 

第２四半期 54,546 58,631 －4,085 0 

第３四半期 51,249 57,074 －5,825 0 

第４四半期 48,755 53,945 －5,190 0 

（注）１．補てん金の限度額は、当該四半期の平均輸入原料が直前1年間に係る基準輸入原料価格を上回る額である。 

      ２．補てん金額は、補てん金の限度額を50円単位で切り捨てた額で、250円未満は「0」である。 

 

《緊急補てん制度による緊急補てん金及び通常補てん金の算定》     (単位：円／t) 

期 別 
平均輸入 
原料価格 

① 

基準輸入 
原料価格 

② 

補てん 
限度額 
③(①-②) 

前四半期
補てん額
の 3/4 相
当額④ 

総緊急補
てん額⑤ 

⑤のうち
国の緊急
補てん交
付金(2/5) 

⑤のうち
通常補て
ん金(3/5) 

第１四半期 54,540 44,613 9,927 7,088 7,050 2,820 4,230 

第２四半期 54,546 47,727 6,819 5,288 5,250 2,100 3,150 

第３四半期 51,249 50,185 1,064 3,938 1,050 420 630 

（注）１．総緊急補てん額は、表中の③と④のうちいずれか少ない額とする。 
       ２．補てん金額は、50 円単位で切り捨てた額となる。 

 

《価格差補てん金の交付状況》                   (単位：件、kg、円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
（注）１．異常補てん金について、R5 第 1 四半期以降については緊急補てん交付金。 

２．R4 年度第 4 四半期以外の通常補てん金については分割交付。 

単価 単価

(円/t) (円/t)

391,226,413 1,259 492,553,847 492,553,847

369,600,416 1,363 511,495,780 511,495,780

402,343,476 1,813 750,010,110 750,010,110

370,875,313 623 231,055,119 327 121,276,020 352,331,139

追加 5 419,100 623 261,099 327 137,046 398,145 R5.6.23

返還 0 0 0

1,985,375,955 121,413,066 2,106,789,021

363,928,626 1,363 496,034,498 496,034,498

396,672,876 1,813 719,729,391 719,729,391

380,426,097 1,059 403,388,435 2,820 1,072,801,465 1,476,189,900

追加 3 3,596 1,059 3,806 2,820 10,141 13,947 R5.9.29

返還 2 -1,365 1,059 -1,229 2,820 -2,867 -4,096

1,619,154,901 1,072,808,739 2,691,963,640

396,363,086 1,813 718,606,095 718,606,095

380,266,523 1,057 404,173,597 404,173,597

369,006,052 900 334,043,888 2,100 774,912,690 1,108,956,578

追加 1 14,000 900 12,600 2,100 29,400 42,000 R5.12.26

返還 0 0 0

1,456,836,180 774,942,090 2,231,778,270

379,210,657 1,057 404,004,253 404,004,253

368,157,151 400 152,535,348 152,535,348

392,570,243 3 2,979,435 420 164,879,402 167,858,837

追加 1 4,000 3 12 420 1,680 1,692 R6.3.26

返還 0 0 0

559,519,048 164,881,082 724,400,130

5,620,886,084 2,134,044,977 7,754,931,061

異常補てん金

976

1,013 R5.8.16

R5

第1

R4第2四半期-④

R4第3四半期-③

R5第1四半期-①

計

補てん金合計

(円)

合計

交付日
金額(円) 金額(円)

R4

第4

R4第1四半期-④

計

R4第2四半期-③

R4第3四半期-②

R4第4四半期

R5.5.16

期別
交付

件数

対象数量

(kg)

通常補てん金

R5

第2

R4第3四半期-④

1,009 R5.11.16R5第1四半期-②

R5第2四半期-①

計

R5

第3

R5第1四半期-③

1,023 R6.2.16R5第2四半期-②

R5第3四半期-①

計



２ 鹿児島県配合飼料価格高騰対策緊急支援事業（県） 

新型コロナウィルス感染症拡大や国際情勢等による配合飼料価格の高騰が畜産経営に及ぼす影

響を緩和するため、配合飼料価格安定制度に加入している畜産生産者の負担を軽減することを目

的として、鹿児島県が配合飼料価格安定制度における加入生産者の令和 5 年度の積立金 600 円／t

のうち 100 円／t を補助する事業。 

交付対象1,023件、対象数量1,596,230トンに対し、令和6年2月1日に159,623,000円を交付した。 

 

３ 肉用牛肥育経営安定交付金制度 

《負担金等》                            （単位：円／頭） 

項 目 
生産者 

負担金 

負担区分 

生産者 鹿児島県 

肉 専 用 種 13,000 12,300 700 

交 雑 種 17,000 16,690 310 

乳 用 種 14,000 13,540 460 

 

《個体登録頭数》                            

 
生産者 

(戸) 

個 体 登 録 頭 数 (頭) 

黒毛和種 褐毛和種 その他 乳用種 交雑種 一産取り 計 

協会 94 40,186 1 154 330 2,557 689 43,917 

県 363 89,378 1 160 423 5,414 689 96,065 

対県 25.9％ 45.0％ 100.0％ 96.3％ 78.0％ 47.2％ 100.0％ 45.7％ 

 ※生産者負担金等 907,264,410円を徴収し、公益社団法人鹿児島県畜産協会へ納付した。 

 

《補てん金の交付状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    ※交雑種は一産取りを含む。 

 

頭数
(頭)

単価
(円)

金額
(円)

頭数
(頭)

単価
(円)

金額
(円)

頭数
(頭)

単価
(円)

金額
(円)

頭数
(頭)

金額
(円)

合計 38,449 2,338,689,783 2,832 64,646,048 741 15,124,234 42,022 2,418,460,065

4,294 225,057,322

4,075 292,747,913

245,672,966

3,621 178,691,667

267 0.0 0 3,431 162,932,252

0.0 0 3,078 108,686,796

195 0.0 0

3月 3,132 51,593.4 161,796,871 32 35,480.7

2,961 56,301,577

2月 2,803 38,985.3 108,184,177 27 18,615.6 502,619248

1月 2,758 20,396.7 56,175,210 8 15,795.9 126,367

1,135,381

12月 56 6,732.9 309,713274 0.0

11月 69 0.0 0

0

3,797 76,207.5 289,359,860 209 16,210.8 3,388,053

3,964 56,680.2 224,747,609

10月 93 0.0 0 3,365 391,307,684

9月 87 0.0 0 3,419 316,611,4863,120 97,872.3 305,361,540 212 53,065.8 11,249,946

3,017 125,373.6 378,252,124 255 51,198.3 13,055,560

8月 63 32,547.6 2,050,498 3,152 344,915,228

236 45,701.1 10,785,4567月 3,413 67,586.4 231,049,252 113 37,302.3 3,838,258 3,762

10,139,14556,643.3179332,725,585114,338.72,910

3,181 93,417,933

6月 3,219 50,346.9 162,066,634 120 32,263.2 3,871,58312,753,45045,225.0282

5月 2,920 30,469.5 88,970,921 26 45,099.0 1,172,574235 13,933.8 3,274,438

月

肉専用種 乳用種交雑種 合計

4月 3,396 0.0 0 47 2,117,24145,047.7 2,117,241240 0.0 0 3,683



４ 肉用子牛生産者補給金制度 

《保証基準価格、積立金》                            （単位：円／頭） 

項目 
保証基準 

価  格 

合 理 化 

目標価格 

積  立  金 

計 国 県 生産者 

肉専 ( 黒毛 ) 556,000 439,000 1,600 800 400 400 

肉専 ( 褐毛 ) 507,000 400,000 6,000 3,000 1,500 1,500 

肉専(その他) 325,000 256,000 18,800 9,400 4,700 4,700 

乳 用 種 164,000 110,000 6,800 3,400 1,700 1,700 

交 雑 種 274,000 216,000 3,200 1,600 800 800 

 

《個体登録頭数》 

 生産者 

(戸) 

個 体 登 録 頭 数 (頭) 

肉専用種 乳用種 交雑種 その他 計 

協会 7 3,853 128 685 0 4,666 

県 5,776 95,716 149 1,891 1 97,757 

対県 0.1％ 4.0％ 85.9％ 36.2％ 0.0％ 4.8％ 

 

《補給金の交付状況（令和 5 年 1 月～12 月》             (単価：頭、円) 

期 間 品種区分 
県全体 

交付頭数 

当協会 

交付頭数 
単価 

県全体 

交付額 

当協会 

交付額 
平均価格 

令和５年 

１月～ 

３月 

黒毛和種 0 0 - 0 0 613,600 

その他肉専用種 1 1 67,630 67,630 67,630 252,300 

交 雑 種 0 0 - 0 0 308,200 

乳 用 種 20 1 15,900 318,000 15,900 148,100 

４月～ 

６月 

黒毛和種 0 0 - 0 0 586,800 

その他肉専用種 0 0 - 0 0 － ※2 

交 雑 種 0 0 - 0 0 304,200 

乳 用 種 0 0 - 0 0 170,200 

７月～ 

９月 

黒毛和種 23,496 845 34,400 808,262,400 29,068,000 521,600 

その他肉専用種 0 0 - 0 0 ― ※2 

交 雑 種 0 0 - 0 0 299,600 

乳 用 種 0 0 - 0 0 196,900 

10月～ 

12月 

黒毛和種 23,380 749 33,500 783,230,000 25,091,500 522,500 

その他肉専用種 0 0 - 0 0 ― ※2 

交 雑 種 0 0 - 0 0 326,600 

乳 用 種 0 0 - 0 0 182,900 

合 計 

黒毛和種 46,876 1,594 - 1,591,492,400 54,159,500 - 

その他肉専用種 1 1 - 67,630 67,630 - 

交 雑 種 0 0 - 0 0 - 

乳 用 種 20 1 15,900 318,000 15,900 - 

※1 平均価格：農水省告示額（消費税込み） 

※2 その他肉専用種の平均価格は１年間（令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月）で算定 

 

 

 

    



５ 中核的担い手育成増頭推進事業 

3 経営体・奨励金対象頭数 150 頭で交付申請し、増頭実績に応じて 1 経営体・対象頭数 50 頭に対し

4,880 千円の奨励金が交付された。 

 

 

６ 生産基盤拡大加速化事業 

   5 経営体・奨励金対象頭数 190 頭で交付申請し、増頭実績に応じて 2 経営体・対象頭数 56 頭に対し

9,800 千円の奨励金が交付された。 

 

 

７ 和子牛生産者臨時経営支援事業 

《交付金の交付状況（令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月》          (単価：頭、円) 

期 間 
品種 
区分 

県全体 
交付 
頭数 

当協会 
交付 
頭数 

支援 
交付金 
単価 

県全体 
交付額 

当協会 
交付額 

ﾌﾞﾛｯｸ 
平均 
価格 

発動 
基準 
価格 

令和５年 
４～６月 

黒毛和種 19,153 18 15,000 287,295,000 270,000 579,942 600,000 

７～９月 黒毛和種 19,212 66 47,600 914,491,200 3,141,600 502,097 600,000 

10～12 月 黒毛和種 19,452 66 49,500 962,874,000 3,267,000 500,496 600,000 

令和６年 
１～３月 

黒毛和種   37,800   549,472 600,000 

合 計 ― 57,817 150 ― 2,164,660,200 6,678,600 ― ― 

 

 

８ 畜産環境整備リース事業 

（1）堆肥保管施設整備リース事業（1/2 補助付きリース） 

令和 5 年度末現在、10 件が借受中。 

 （2）畜産環境整備リース事業（経営リース） 

令和 5 年度中に 1 件の償還が完了し、令和 6 年 3 月末現在で 4 件が借受中。 

また、新規 1 件の貸付が決定している。 

 （3）畜産クラスター機械導入リース事業 

令和 5 年度中に 2 件の償還が完了し、令和 6 年 3 月末現在で 5 件が借受中。 

 

９ 畜産経営災害総合対策緊急支援事業及び養豚経営安定対策補完事業等 

   ＡＳＦ侵入防止緊急支援事業を推進するために、取組主体として鹿児島配飼協養豚振興会を令和

元年度に設立し、当協会が事務局となり各事業推進に努めた。 

 

 

10 関係機関・団体等が行う事業への参画 

   関係機関・団体等が行う防疫対策や（一社）全日本畜産経営者協会等が行う振興対策などの事業

に協力し、畜産経営の安定向上に努めた。 


